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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の入力映像を処理する映像処理装置であって、
　上記複数の入力映像のそれぞれを処理する映像処理部と、
　上記複数の入力映像が同期映像であるか否かを上記複数の入力映像に基づき判定した結
果に応じて、上記映像処理部を制御する制御値を設定する制御部と、を備え、
　　上記複数の入力映像のそれぞれを組み合わせて全体入力映像が構成され、
　　上記全体入力映像において、当該全体入力映像を構成する上記複数の入力映像のそれ
ぞれに対応付けられた複数の部分領域のうち、（ｉ）１つの部分領域を第１部分領域、（
ｉｉ）当該第１部分領域に隣接する部分領域を第２部分領域、として、
　　上記第１部分領域と上記第２部分領域との境界において、上記第１部分領域および上
記第２部分領域の一方における画素値を参照して、当該第１部分領域および当該第２部分
領域の他方に対して施される処理を隣接境界処理として、
　上記映像処理部は、上記制御値が、上記複数の入力映像が同期映像であることを示す場
合に、上記全体入力映像に対して上記隣接境界処理を実行し、複数の処理後映像を生成し
、
　上記映像処理部は、上記制御値が、上記複数の入力映像が非同期映像であることを示す
場合に、上記複数の入力映像のそれぞれに対して境界処理を実行し、上記複数の処理後映
像を生成し、
　上記境界処理は、フィルタの全体が上記第１部分領域及び第２部分領域の内部に含まれ
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ている場合には、第１のフィルタ処理を行うとともに、上記フィルタの一部が上記第１部
分領域及び第２部分領域の外部に位置する場合には、上記フィルタの位置に応じて上記フ
ィルタのフィルタ係数を変更する第２のフィルタ処理を行う
ことを特徴とする映像処理装置。
【請求項２】
　上記制御部は、上記複数の入力映像のコンテンツタイプが、それぞれ所定のコンテンツ
タイプに一致している場合に、当該複数の入力映像が同期映像であると判定することを特
徴とする請求項１に記載の映像処理装置。
【請求項３】
　上記制御部は、上記複数の入力映像の解像度およびフレームレートがそれぞれ一致して
いる場合に、当該複数の入力映像が同期映像であると判定することを特徴とする請求項１
または２に記載の映像処理装置。
【請求項４】
　上記制御部は、上記複数の入力映像の垂直同期信号のそれぞれがＯＮとなるタイミング
のずれが所定の範囲内にある場合に、当該複数の入力映像が同期映像であると判定するこ
とを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の映像処理装置。
【請求項５】
　上記映像処理部は、上記複数の入力映像が同期映像である場合に、上記全体入力映像に
対して境界処理をさらに実行し、上記複数の処理後映像を生成することを特徴とする請求
項１から４のいずれか１項に記載の映像処理装置。
【請求項６】
　上記制御部は、上記複数の入力映像を分析した結果に応じて、上記映像処理部に少なく
とも２つの入力映像を処理させることを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載
の映像処理装置。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の映像処理装置と、
　表示部と、を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項８】
　複数の入力映像を処理する映像処理方法であって、
　上記複数の入力映像のそれぞれを処理する映像処理工程と、
　上記複数の入力映像が同期映像であるか否かを上記複数の入力映像に基づき判定した結
果に応じて、上記映像処理工程を制御する制御値を設定する制御工程と、を含み、
　　上記複数の入力映像のそれぞれを組み合わせて全体入力映像が構成され、
　　上記全体入力映像において、当該全体入力映像を構成する上記複数の入力映像のそれ
ぞれに対応付けられた複数の部分領域のうち、（ｉ）１つの部分領域を第１部分領域、（
ｉｉ）当該第１部分領域に隣接する部分領域を第２部分領域、として、
　　上記第１部分領域と上記第２部分領域との境界において、上記第１部分領域および上
記第２部分領域の一方における画素値を参照して、当該第１部分領域および当該第２部分
領域の他方に対して施される処理を隣接境界処理として、
　上記映像処理工程は、上記制御値が、上記複数の入力映像が同期映像であることを示す
場合に、上記全体入力映像に対して上記隣接境界処理を実行し、複数の処理後映像を生成
し、
　上記映像処理工程は、上記制御値が、上記複数の入力映像が非同期映像であることを示
す場合に、上記複数の入力映像のそれぞれに対して境界処理を実行し、上記複数の処理後
映像を生成し、
　上記境界処理は、フィルタの全体が上記第１部分領域及び第２部分領域の内部に含まれ
ている場合には、第１のフィルタ処理を行うとともに、上記フィルタの一部が上記第１部
分領域及び第２部分領域の外部に位置する場合には、上記フィルタの位置に応じて上記フ
ィルタのフィルタ係数を変更する第２のフィルタ処理を行う
ことを特徴とする映像処理方法。
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【請求項９】
　請求項１に記載の映像処理装置としてコンピュータを機能させるための制御プログラム
であって、上記映像処理部および上記制御部としてコンピュータを機能させるための制御
プログラム。
【請求項１０】
　請求項９に記載の制御プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　以下の開示は、複数の入力映像のそれぞれを処理する映像処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、複数の映像データを効率的に処理することを目的とした映像処理装置
が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】日本国公開特許公報「特開２０１６－１８４７７５号公報」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　映像処理装置によって処理された映像の表示品位を向上させるための工夫については、
なお改善の余地がある。本開示の一態様は、従来よりも表示品位に優れた映像を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の課題を解決するために、本開示の一態様に係る映像処理装置は、複数の入力映像
を処理する映像処理装置であって、上記複数の入力映像のそれぞれを処理する映像処理部
と、上記映像処理部を制御する制御値を設定する制御部と、を備え、上記複数の入力映像
のそれぞれを組み合わせて全体入力映像が構成され、上記全体入力映像において、当該全
体入力映像を構成する上記複数の入力映像のそれぞれに対応付けられた複数の部分領域の
うち、（ｉ）１つの部分領域を第１部分領域、（ｉｉ）当該第１部分領域に隣接する部分
領域を第２部分領域、として、上記第１部分領域と上記第２部分領域との境界において、
上記第１部分領域および上記第２部分領域の一方における画素値を参照して、当該第１部
分領域および当該第２部分領域の他方に対して施される処理を隣接境界処理として、上記
映像処理部は、上記制御値に応じて上記全体入力映像に対して上記隣接境界処理を実行し
、複数の処理後映像を生成する。
【０００６】
　また、上記の課題を解決するために、本開示の一態様に係る映像処理方法は、複数の入
力映像を処理する映像処理方法であって、上記複数の入力映像のそれぞれを処理する映像
処理工程と、上記映像処理工程を制御する制御値を設定する制御工程と、を含み、上記複
数の入力映像のそれぞれを組み合わせて全体入力映像が構成され、上記全体入力映像にお
いて、当該全体入力映像を構成する上記複数の入力映像のそれぞれに対応付けられた複数
の部分領域のうち、（ｉ）１つの部分領域を第１部分領域、（ｉｉ）当該第１部分領域に
隣接する部分領域を第２部分領域、として、上記第１部分領域と上記第２部分領域との境
界において、上記第１部分領域および上記第２部分領域の一方における画素値を参照して
、当該第１部分領域および当該第２部分領域の他方に対して施される処理を隣接境界処理
として、上記映像処理工程は、上記制御値に応じて上記全体入力映像に対して上記隣接境
界処理を実行し、複数の処理後映像を生成する工程をさらに含む。
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【発明の効果】
【０００７】
　本開示の一態様に係る映像処理装置によれば、従来よりも表示品位に優れた映像を提供
できる。また、本開示の一態様に係る映像処理方法によっても、同様の効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施形態１に係る表示装置の要部の構成を示す機能ブロック図である。
【図２】図１の表示装置におけるバックエンド処理部の構成をより詳細に示す機能ブロッ
ク図である。
【図３】（ａ）は同期映像としての複数の入力映像から成る１つの全体入力映像を示す図
であり、（ｂ）は非同期映像としての複数の入力映像の例を示す図である。
【図４】（ａ）は同期映像としての複数の出力映像から成る１つの全体出力映像を示す図
であり、（ｂ）は非同期映像としての複数の出力映像の例を示す図である。
【図５】（ａ）および（ｂ）はそれぞれ、境界処理について説明するための図である。
【図６】隣接境界処理について説明するための図である。
【図７】複数の入力映像間の垂直同期信号のスキューに着目した同期判定方法について説
明するための図である。
【図８】（ａ）および（ｂ）はそれぞれ、図１の表示装置における処理の流れの一例を示
すフローチャートである。
【図９】（ａ）および（ｂ）はそれぞれ、複数の入力映像が同期映像である場合の、映像
処理の様子を示す図である。
【図１０】（ａ）および（ｂ）はそれぞれ、複数の入力映像が非同期映像である場合の、
映像処理の様子を示す図である。
【図１１】実施形態２に係る表示装置における入力映像および出力映像について説明する
ための図である。
【図１２】（ａ）は同期映像としての複数の入力映像から成る１つの全体入力映像を示す
図であり、（ｂ）は非同期映像としての複数の入力映像の例を示す図である。
【図１３】（ａ）は同期映像としての複数の出力映像から成る１つの全体出力映像を示す
図であり、（ｂ）は非同期映像としての複数の出力映像の例を示す図である。
【図１４】（ａ）および（ｂ）はそれぞれ、複数の入力映像が同期映像である場合の、映
像処理の様子を示す図である。
【図１５】（ａ）および（ｂ）はそれぞれ、複数の入力映像が非同期映像である場合の、
映像処理の様子を示す図である。
【図１６】実施形態３に係る表示装置の構成を示す機能ブロック図である。
【図１７】実施形態４に係る表示装置の構成を示す機能ブロック図である。
【図１８】実施形態４の一変形例に係る表示装置の構成を示す機能ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　〔実施形態１〕
　以下、実施形態１の表示装置１について述べる。説明の便宜上、以降の各実施形態では
、実施形態１にて説明した部材と同じ機能を有する部材については、同じ符号を付記し、
その説明を繰り返さない。
【００１０】
　（表示装置１の概要）
　図１は、表示装置１の要部の構成を示す機能ブロック図である。表示装置１は、バック
エンド処理部１０（映像処理装置）、表示部７０、ユーザ操作受付部７５、記憶部９０、
およびＤＲＡＭ（Dynamic Random Access Memory）９９を備える。なお、「映像」は、「
動画像」と称されてもよい。
【００１１】
　バックエンド処理部１０は、当該バックエンド処理部１０（表示装置１）に入力される
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複数の映像（より具体的には、映像信号）を外部から取得する。以下、バックエンド処理
部１０に入力される映像を、入力映像と称する。
【００１２】
　バックエンド処理部１０は、複数の入力映像を処理し、複数の処理後の映像を表示部７
０に出力する。以下、バックエンド処理部１０（より具体的には、後述の出力部１３）か
ら表示部７０に出力される処理後の映像を、出力映像と称する。表示部７０は、バックエ
ンド処理部１０から出力映像を取得し、当該出力映像を表示する。
【００１３】
　バックエンド処理部１０は、入力部１１、映像処理部１２Ａ～１２Ｄ、出力部１３、Ｄ
ＲＡＭコントローラ１９、および制御部８０（映像処理装置）を備える。映像処理部１２
Ａ～１２Ｄは、総称的に映像処理部１２と称されてもよい。バックエンド処理部１０の詳
細な構成については後述する。バックエンド処理部１０および制御部８０は、総称的に映
像処理装置と称されてもよい。
【００１４】
　実施形態１では、４つの入力映像（以下、第１入力映像～第４入力映像）がバックエン
ド処理部１０に入力される場合を例示する。そして、バックエンド処理部１０から、４つ
の出力映像（以下、第１出力映像～第４出力映像）が出力されるものとする。第１出力映
像～第４出力映像はそれぞれ、第１入力映像～第４入力映像がバックエンド処理部１０に
よって処理された映像である。
【００１５】
　実施形態１では、第１入力映像～第４入力映像および第１出力映像～第４出力映像のそ
れぞれが、４Ｋ２Ｋ映像（４Ｋ２Ｋの解像度を有する映像）である場合を例示する。「４
Ｋ２Ｋ」とは、「水平画素数３８４０×垂直画素数２１６０」の解像度を意味する。
【００１６】
　これに対して、「８Ｋ４Ｋ」とは、「水平画素数７６８０×垂直画素数４３２０」の解
像度を意味する。１つの８Ｋ４Ｋ映像（８Ｋ４Ｋの解像度を有する映像）は、４つ（水平
方向に２つ、垂直方向に２つ）の４Ｋ２Ｋ映像から成る映像として表現できる（例えば後
述の図３の（ａ）を参照）。
【００１７】
　従って、第１入力映像～第４入力映像を組み合わせることにより、１つの８Ｋ４Ｋ映像
としての入力映像（全体入力映像）を表現できる。同様に、第１出力映像～第４出力映像
を組み合わせることにより、１つの８Ｋ４Ｋ映像としての出力映像（全体出力映像）を表
現できる。
【００１８】
　実施形態１では、表示部７０は、８Ｋ４Ｋ映像を表示可能な８Ｋ４Ｋディスプレイ（解
像度８Ｋ４Ｋのディスプレイ）である。表示部７０の表示面（表示エリア，表示画面）は
、４つ（水平方向に２つ、垂直方向に２つ）の部分表示エリア（後述の図４の部分表示エ
リア７１Ａ～７１Ｄ）に区切られている。
【００１９】
　部分表示エリア７１Ａ～７１Ｄはそれぞれ、解像度４Ｋ２Ｋの表示エリアである。実施
形態１では、部分表示エリア７１Ａ～７１Ｄはそれぞれ、複数の入力映像（例：第１入力
映像～第４入力映像）と１対１に対応付けられているものとする。それゆえ、部分表示エ
リア７１Ａ～７１Ｄはそれぞれ、複数の出力映像（例：第１出力映像～第４出力映像）を
表示できる。
【００２０】
　ユーザ操作受付部７５は、ユーザの操作（以下、ユーザ操作）を受け付ける。ユーザ操
作は、表示装置１を操作するための赤外線リモコン等による操作である。制御部８０は、
表示装置１の各部を統括的に制御する。制御部８０には、ユーザ操作受付部７５からユー
ザ操作に応じた指令が与えられてよい。記憶部９０は、制御部８０が実行する各種のプロ
グラム、および当該プログラムによって使用されるデータを格納する。
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【００２１】
　ＤＲＡＭ９９は、バックエンド処理部１０が処理を行っている途中の映像を一時的に記
憶する。ＤＲＡＭ９９は、映像の各フレームを記憶するフレームメモリとして機能する。
ＤＲＡＭ９９としては、公知のＤＤＲ（Double Data Rate）メモリが用いられる。バック
エンド処理部１０のＤＲＡＭコントローラ１９は、ＤＲＡＭ９９の動作（特に、映像の各
フレームの読み込みおよび書き出し）を制御する。
【００２２】
　（バックエンド処理部１０）
　図２は、バックエンド処理部１０の構成をより詳細に示す機能ブロック図である。図２
において、添字「Ａ」～「Ｄ」はそれぞれ、第１入力映像～第４入力映像（または第１出
力映像～第４出力映像）に対応する各部を指すために用いられてよい。図２以降の各図で
は、簡単のために、表示部７０、ユーザ操作受付部７５、および記憶部９０の図示が適宜
省略されている。
【００２３】
　以下、説明の便宜上、添字「Ａ」が付された各部（第１入力映像または第１出力映像に
対応する各部）について主に説明する。添字「Ｂ」～「Ｄ」が付された各部（第２入力映
像～４入力映像または第２出力映像～第４出力映像のそれぞれに対応する各部）の構成お
よび動作は、添字「Ａ」が付された各部と同様であるため、説明を適宜省略する。
【００２４】
　（入力部１１）
　入力部１１には、第１入力映像～第４入力映像が同時に（並列的に）入力される。入力
部１１は、入力処理部１１０Ａ～１１０Ｄおよび同期化処理部１１４を備えている。区別
のため、入力処理部１１０Ａ～１１０Ｄはそれぞれ、第１入力処理部～第４入力処理部と
称されてもよい。
【００２５】
　入力処理部１１０Ａは、入力ＩＦ（Interface）部１１１Ａ、フォーマット変換部１１
２Ａ、および入力検出部１１３Ａを備える。同様に、入力処理部１１０Ｂ～１１０Ｄはそ
れぞれ、入力ＩＦ部１１１Ｂ～１１１Ｄ、フォーマット変換部１１２Ｂ～１１２Ｄ、およ
び入力検出部１１３Ｂ～１１３Ｄを備える。
【００２６】
　入力ＩＦ部１１１Ａ～１１１Ｄはそれぞれ、ＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia I
nterface）（登録商標）ポートである。具体的には、入力ＩＦ部１１１Ａ～１１１Ｄはそ
れぞれ、４Ｋ２Ｋ映像を取得可能なＨＤＭＩ２．０ポート（ＨＤＭＩ２．０規格に対応し
たポート）である。現時点では、８Ｋ４Ｋ映像に対応可能な入力ＩＦ規格が普及していな
い。このため、上述のように、実施形態１では、４Ｋ２Ｋ映像規格を満たす入力ＩＦ部１
１１Ａ～１１１Ｄによって、４つの４Ｋ２Ｋ映像信号を取得する。
【００２７】
　本明細書では、互いに同期した複数の映像のそれぞれを、「同期映像」とも称する。具
体的には、同期映像とは、（ｉ）垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）のタイミング、および、（
ｉｉ）データイネーブル（Data Enable，ＤＥ）信号のタイミングが、互いに一致してい
る映像を意味する。
【００２８】
　バックエンド処理部１０では、同期信号としての４つの入力映像（４Ｋ２Ｋ映像）のそ
れぞれを、４つの伝送系統（入力処理部１１０Ａ～入力処理部１１０Ｄのそれぞれ）によ
って伝送することで、１つの８Ｋ４Ｋ映像（全体入力映像）を表示部７０へ向けて伝送で
きる。
【００２９】
　図３の（ａ）は、同期映像である４つの入力映像から成る１つの８Ｋ４Ｋ映像（全体入
力映像）の例を示す。全体入力映像とは、複数の入力映像を組み合わせることにより構成
される１つの映像（入力映像）を意味する。図３の（ａ）では、１つの全体入力映像ＩＭ
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ＧＡｉｎ（８Ｋ４Ｋ映像）が、４つの第１入力映像ＩＭＧＡｉｎ１～第４入力映像ＩＭＧ
Ａｉｎ４を組み合わせることによって表現されている。一例として、ＩＭＧＡｉｎは、ス
ポーツ番組を示す映像コンテンツである。
【００３０】
　このように、４つの第１入力映像ＩＭＧＡｉｎ１～第４入力映像ＩＭＧＡｉｎ４は、１
つの全体入力映像ＩＭＧＡｉｎを構成する部分領域である。つまり、１つの全体入力映像
ＩＭＧＡｉｎは、４つの第１入力映像ＩＭＧＡｉｎ１～第４入力映像ＩＭＧＡｉｎ４（部
分領域）へと分割可能であると理解されてもよい。
【００３１】
　他方、互いに同期していない複数の映像のそれぞれを、「非同期映像」とも称する。図
３の（ｂ）はそれぞれ、４つの非同期映像の一例としての、第１入力映像ＩＭＧｉｎ１～
第４入力映像ＩＭＧｉｎ４を示す。非同期映像である第１入力映像ＩＭＧｉｎ１～第４入
力映像ＩＭＧｉｎ４はそれぞれ、互いに相関性が低い（または相関性を有しない）映像で
ある。
【００３２】
　一例として、
　　・第１入力映像ＩＭＧｉｎ１：スポーツ番組を示す映像コンテンツ；
　　・第２入力映像ＩＭＧｉｎ２：ニュース番組を示す映像コンテンツ；
　　・第３入力映像ＩＭＧｉｎ３：バラエティ番組を示す映像コンテンツ；
　　・第４入力映像ＩＭＧｉｎ４：テレビアニメ番組を示す映像コンテンツ；
である。
【００３３】
　なお、非同期映像である４つの入力映像によっても、ユーザが意図していない仮想的な
全体入力映像が構成される。同様に、非同期映像である４つの出力映像（後述）によって
も、ユーザが意図していない仮想的な全体出力映像（後述）が構成される。
【００３４】
　入力ＩＦ部１１１Ａは、例えば放送波（例：第１入力映像を搬送する信号）を取得する
。入力ＩＦ部１１１Ａは、当該搬送波を復号し、第１入力映像を取得する。また、入力Ｉ
Ｆ部１１１Ａは、当該放送波から第１入力映像情報を取得する。第１入力映像情報とは、
第１入力映像の内容を示す情報である。同様に、入力ＩＦ部１１１Ｂ～１１１Ｄはそれぞ
れ、第２入力映像情報～第４入力映像情報（第２入力映像情～第４入力映像の内容を示す
情報）を取得する。
【００３５】
　フォーマット変換部１１２Ａは、以下に述べる同期化処理および映像処理に適するよう
に、第１入力映像のフォーマットを変換する。入力検出部１１３Ａは、第１入力映像内容
情報を検出する。第１入力映像内容情報には、第１入力映像の、（ｉ）コンテンツデータ
、（ｉｉ）解像度（垂直解像度および水平解像度）、および、（ｉｉｉ）フレームレート
を示す情報が含まれていてもよい。
【００３６】
　制御部８０は、入力検出部１１３Ａ～入力検出部１１３Ｄから、第１入力映像内容情報
～第４入力映像内容情報をそれぞれ取得する。そして、制御部８０は、第１入力映像内容
情報～第４入力映像内容情報に基づいて、第１入力映像～第４入力映像が同期映像である
か否かの判定（以下、同期判定）を行う。当該同期判定を行う方法（以下、同期判定方法
）の例については、後述する。
【００３７】
　制御部８０は、同期判定の結果を示す制御値ＣＶを、映像処理部１２に出力する。一例
として、制御部８０は、第１入力映像～第４入力映像が同期映像である場合、ＣＶ＝１に
設定する。また、制御部８０は、第１入力映像～第４入力映像が非同期映像である場合、
ＣＶ＝０に設定する。以下に述べるように、制御値ＣＶは、映像処理部１２を制御するた
めのフラグ値として用いられてもよい。
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【００３８】
　制御部８０において同期判定が行われた後、同期化処理部１１４の動作が開始される。
同期化処理部１１４は、入力処理部１１０Ａ～１１０Ｄから第１入力映像～第４入力映像
を取得し、当該第１入力映像～第４入力映像に対して同期化処理を施す。同期化処理部１
１４における同期化処理は、第１入力映像～第４入力映像が同期映像であるか否かによら
ず実行される。
【００３９】
　具体的には、「同期化処理」とは、後段の映像処理部１２（映像処理部１２Ａ～１２Ｄ
のそれぞれ）における映像処理を可能とするために、第１入力映像～第４入力映像のそれ
ぞれのタイミングおよびデータの並び方を調整する処理を意味する。同期化処理部１１４
の設定値を変更することで、当該同期化処理部１１４から各映像が出力されるタイミング
、および、各映像のデータの並び方を変更できる。
【００４０】
　同期化処理部１１４は、ＤＲＡＭコントローラ１９を介して、ＤＲＡＭ９９（例：ＤＤ
Ｒメモリ）にアクセスする。同期化処理部１１４は、ＤＲＡＭ９９をフレームメモリとし
て使用し、同期化処理を行う。
【００４１】
　（映像処理部１２）
　映像処理部１２Ａ～１２Ｄはそれぞれ、同期化処理が施された後の第１入力映像～第４
入力映像に対して、同時に（並列的に）映像処理を施す。区別のため、映像処理部１２Ａ
～１２Ｄはそれぞれ、第１映像処理部～第４映像処理部と称されてもよい。
【００４２】
　上記映像処理は、例えば、第１入力映像～第４入力映像の画質を向上させる処理である
。より具体的には、映像処理部１２における映像処理は、入力映像の各フレームに対して
施す処理を意味する。映像処理には、以下に述べる「境界処理」および「隣接境界処理」
が含まれる（後述の図５および図６を参照）。
【００４３】
　第１入力映像～第４入力映像が同期映像である場合、映像処理部１２Ａ～１２Ｄはそれ
ぞれ、同一の映像処理設定（映像処理パラメータ）を用いて、第１入力映像～第４入力映
像に対する映像処理を行う。つまり、４つの映像処理系統において、同一の映像処理設定
が適用される。
【００４４】
　他方、第１入力映像～第４入力映像が非同期映像である場合、映像処理部１２Ａ～１２
Ｄはそれぞれ、異なる映像処理設定を用いて、第１入力映像～第４入力映像に対する映像
処理を行う。つまり、４つの映像処理系統において、それぞれ異なる映像処理設定が適用
される。
【００４５】
　加えて、映像処理部１２は、制御部８０から取得した制御値ＣＶに応じて、映像処理設
定（映像処理パラメータ）を変更してもよい。つまり、映像処理部１２は、第１入力映像
～第４入力映像が同期映像であるか否かに応じて、映像処理の内容を変更してもよい。
【００４６】
　具体的には、映像処理部１２は、ＣＶ＝１である場合（第１入力映像～第４入力映像が
同期映像である場合）には、第１入力映像～第４入力映像（より具体的には、第１入力映
像～第４入力映像から成る全体入力映像）に対して隣接境界処理を行う。他方、映像処理
部１２は、ＣＶ＝０である場合（第１入力映像～第４入力映像が非同期映像である場合）
には、第１入力映像～第４入力映像に対する隣接境界処理を行わない。
【００４７】
　映像処理部１２Ａは、フィルタ処理部１２０Ａ、フレームレート変換部１２１Ａ、およ
び拡大部１２２Ａを備える。同様に、映像処理部１２Ｂ～映像処理部１２Ｄはそれぞれ、
フィルタ処理部１２０Ｂ～１２０Ｄ、フレームレート変換部１２１Ｂ～１２１Ｄ、および
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拡大部１２２Ｂ～１２２Ｄを備える。
【００４８】
　フィルタ処理部１２０Ａは、第１入力映像の所定の領域に対してフィルタ処理（例：ノ
イズ除去処理およびエッジ強調処理）を行う。フィルタ処理は、以下に述べる境界処理お
よび隣接境界処理において行われる処理の一例である。
【００４９】
　フレームレート変換部１２１Ａは、フィルタ処理が施された後の第１入力映像のフレー
ムレートを変換する。一例として、フレームレート変換部１２１Ａは、当該第１入力映像
のフレームレートを、６０ｆｐｓ（frames per second）から１２０ｆｐへと増加させる
。フレームレート変換部１２１Ａは、例えばデジャダー処理を行ってもよい。
【００５０】
　フレームレート変換部１２１Ａは、ＤＲＡＭコントローラ１９を介して、ＤＲＡＭ９９
（例：ＤＤＲメモリ）にアクセスする。フレームレート変換部１２１Ａは、ＤＲＡＭ９９
をフレームメモリとして使用し、第１入力映像のフレームレートを変換する。
【００５１】
　第１入力映像の画質の向上が特に重要となる場合、フレームレート変換部１２１Ａは、
フレームレート変換部時に、ＭＥＭＣ（Motion Estimation / Motion Compensation）を
さらに行ってもよい。この場合、フレームレート変換部１２１Ａは、第１入力映像の現フ
レーム（第Ｎフレーム）において、ある画素に隣接する画素を参照し、当該現フレームの
動きベクトルを導出する。
【００５２】
　そして、フレームレート変換部１２１Ａは、当該動きベクトルを用いて、直前のフレー
ム（第Ｎ－１フレーム）と現フレームとの間のフレーム（内挿フレーム）を生成する。つ
まり、フレームレート変換部１２１Ａは、フレーム補間を行うことにより、第１入力映像
の画質を向上させる。ＭＥＭＣは、隣接境界処理の一例である。
【００５３】
　拡大部１２２Ａは、フレームレートが変換された後の第１入力映像を拡大する。実施形
態１では、映像処理部１２Ａにおいて、「フィルタ処理」→「フレームレート変換」→「
拡大」の順番で、第１入力映像に対する映像処理が施される場合を例示した。但し、映像
処理部１２Ａにおける各処理の順序は、これに限定されない。
【００５４】
　映像処理部１２Ａは、映像処理を施した後の第１入力映像（以下、第１処理後映像）を
、出力部１３に供給する。同様に、映像処理部１２Ｂ～１２Ｄはそれぞれ、第２処理後映
像～第４処理後映像（映像処理を施した後の第２入力映像～第４入力映像）を、出力部１
３に供給する。
【００５５】
　（出力部１３）
　出力部１３は、出力フォーマット変換部１３０および出力ＩＦ部１３１Ａ～１３１Ｄを
備える。出力フォーマット変換部１３０は、映像処理部１２Ａ～１２Ｄから、複数の処理
後映像（第１処理後映像～第４処理後映像）を取得する。出力部１３は、当該複数の処理
後映像をさらに処理し、複数の出力映像（第１出力映像～第４出力映像）を生成する。
【００５６】
　出力フォーマット変換部１３０は、表示部７０における表示に適するように、第１処理
後映像～第４処理後映像のフォーマットを変換する。出力ＩＦ部１３１Ａは、フォーマッ
ト変換後の第１処理後映像を、第１出力映像として表示部７０（より具体的には、部分表
示エリア７１Ａ）に供給する。同様に、出力ＩＦ部１３１Ｂ～１３１Ｄは、フォーマット
変換後の第２処理後映像～第４処理後映像を、第２出力映像～第４出力映像として表示部
７０（より具体的には、部分表示エリア７１Ｂ～７１Ｄ）に供給する。
【００５７】
　図４の（ａ）は、同期映像である４つの出力映像から成る１つの全体出力映像の例を示
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す。全体出力映像とは、複数の出力映像を組み合わせることにより構成される１つの映像
（出力映像）を意味する。図４の（ａ）において、第１出力映像ＩＭＧＡｏｕｔ１～第４
出力映像ＩＭＧＡｏｕｔ４は、図３の（ａ）の第１入力映像ＩＭＧＡｉｎ１～第４入力映
像ＩＭＧＡｉｎ４に対応する。従って、第１出力映像ＩＭＧＡｏｕｔ１～第４出力映像Ｉ
ＭＧＡｏｕｔ４も、同期映像である。
【００５８】
　第１出力映像ＩＭＧＡｏｕｔ１～第４出力映像ＩＭＧＡｏｕｔ４はそれぞれ、部分表示
エリア７１Ａ～７１Ｄ（解像度４Ｋ２Ｋの表示エリア）に表示される。従って、表示部７
０において、１つの全体出力映像ＩＭＧＡｏｕｔ（８Ｋ４Ｋ映像）を、４つの第１出力映
像ＩＭＧＡｏｕｔ１～第４出力映像ＩＭＧＡｏｕｔ４の組み合わせとして表示できる。す
なわち、全体出力映像ＩＭＧＡｏｕｔは、全体入力映像とＩＭＧＡｉｎに対応した８Ｋ４
Ｋ映像となる。
【００５９】
　図４の（ｂ）は、４つの非同期映像の一例としての、第１出力映像ＩＭＧｏｕｔ１～第
４出力映像ＩＭＧｏｕｔ４を示す。図４の（ｂ）において、第１出力映像ＩＭＧｏｕｔ１
～第４出力映像ＩＭＧｏｕｔ４は、図３の（ｂ）の第１入力映像ＩＭＧｉｎ１～第４入力
映像ＩＭＧｉｎ４に対応する。従って、第１出力映像ＩＭＧｏｕｔ１～第４出力映像ＩＭ
Ｇｏｕｔ４も、非同期映像である。この場合、表示部７０の部分表示エリア７１Ａ～７１
Ｄには、互いに相関性の低い（または相関性を有しない）第１出力映像ＩＭＧｏｕｔ１～
第４出力映像ＩＭＧｏｕｔ４が表示される。
【００６０】
　（境界処理）
　図５は、境界処理について説明するための図である。図５では、１つの画像ＩＭＧ（例
：映像の１フレーム）に、タップ数５×５のフィルタＦＩＬ１を用いたフィルタ処理を行
う場合が例示されている。
【００６１】
　図５の（ａ）には、境界処理が行われない場合が例示されている。図５の（ａ）では、
フィルタＦＩＬ１の全体が画像ＩＭＧの内部に含まれている。この場合、フィルタＦＩＬ
１よってカバーされた領域全体において、画像ＩＭＧの全ての画素のデータ（画素値）を
参照し、当該画素にフィルタ処理を施すことができる。
【００６２】
　図５の（ｂ）には、境界処理が行われる場合が例示されている。図５の（ｂ）では、フ
ィルタＦＩＬ１の一部（ハッチング部）が画像ＩＭＧの外部に位置している。この場合、
ハッチング部には画像ＩＭＧの画素が存在していないので、当該ハッチング部では画素値
を参照できない。図５の（ａ）と同様のフィルタ処理を行うことができない。例えば、図
５の（ａ）の場合と同様のフィルタ係数を用いることはできない。
【００６３】
　従って、フィルタＦＩＬ１によってカバーされている画素の位置に応じて、当該画素に
対するフィルタ処理の方法を変更する必要がある。例えば、画素の位置に応じてフィルタ
係数を変更する必要がある。このように、１つの画像ＩＭＧの境界を超えるようにフィル
タＦＩＬ１が位置している場合には、当該フィルタＦＩＬ１の位置に応じたフィルタ処理
が行われる。本明細書では、このような映像処理（画像処理）を、境界処理と称する。
【００６４】
　（隣接境界処理）
　図６は、隣接境界処理について説明するための図である。なお、隣接境界処理における
処理範囲である「境界」の幅は、１画素に限定されない。従って、「隣接境界」は、「隣
接部分」と読み替えることもできる。このため、隣接境界処理は、隣接部分処理と称され
てもよい。
【００６５】
　図６では、１つの画像（例：ＩＭＧＡｉｎ）が、複数の部分領域（例：ＩＭＧＡｉｎ１
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～ＩＭＧＡｉｎ４）に分割されている場合が例示されている。図６の画像は、全体入力映
像ＩＭＧＡｉｎの１フレームである。
【００６６】
　図６では、簡単のために、ＩＭＧＡｉｎ１～ＩＭＧＡｉｎ４を、文字「Ａ１」～「Ａ４
」によって表す。この点は、以降の図でも同様である。また、Ａ１～Ａ４を、部分領域と
も称する。実施形態１では、部分領域Ａ１～Ａ４は、部分表示エリア７１Ａ～７１Ｄに対
応付けられている。
【００６７】
　但し、後述の実施形態２において示されるように、部分領域の数（入力映像の数）は、
部分表示エリアの数に等しくなくともよい。つまり、部分領域は、必ずしも部分表示エリ
アと１対１に対応してなくともよい。例えば、部分領域の個数は、部分表示エリアの数よ
りも少なくともよい。一例として、実施形態２では、部分領域の数は２つであり、部分表
示エリアの数は４つである（図１２～図１３を参照）。
【００６８】
　部分領域は、全体入力映像において、当該全体入力映像を構成する複数の入力映像のそ
れぞれを示す領域であればよい。つまり、部分領域は、全体入力映像において、当該全体
入力映像を構成する複数の入力映像のそれぞれに対応していればよい。
【００６９】
　隣接境界処理とは、１つの映像（画像）を複数の部分領域に分割した場合に行われる映
像処理（画像処理）の１つである。具体的には、隣接境界処理とは、「１つの部分領域に
おける他の部分領域との境界において、当該他の部分領域の境界における画素値を参照し
て当該１つの分割領域の境界に対して施される処理」を意味する。
【００７０】
　図６では、フィルタＦＩＬ１の全体が部分領域Ａ１の内部に含まれている。このため、
部分領域Ａ１では、フィルタＦＩＬ１よってカバーされた領域全体において、部分領域Ｉ
ＭＧの全ての画素値を参照し、各画素にフィルタ処理を施すことができる。このように、
部分領域Ａ１では、隣接境界処理は行われない。
【００７１】
　これに対して、図６のフィルタＦＩＬ２の一部（ハッチング部）は、部分領域Ａ２の内
部に含まれていない。フィルタＦＩＬ２のハッチング部は、部分領域Ａ１に含まれている
。従って、図６の画素Ｐ２（部分領域Ａ２の左端の１画素）にフィルタ処理を施す場合に
は、部分領域Ａ１に属する画素（フィルタＦＩＬ２のハッチング部）の画素値を参照する
必要がある。このように、フィルタＦＩＬ２を用いたフィルタ処理は、隣接境界処理の一
例である。
【００７２】
　また、図６のフィルタＦＩＬ４の一部（ハッチング部）は、部分領域Ａ４の内部に含ま
れていない。フィルタＦＩＬ４のハッチング部は、部分領域Ａ１～Ａ３に含まれている。
従って、図６の画素Ｐ４（部分領域Ａ２の左上端の１画素）にフィルタ処理を施す場合に
は、（ｉ）部分領域Ａ１に属する画素の画素値（フィルタＦＩＬ４のハッチング部の一部
）、（ｉｉ）部分領域Ａ２に属する画素の画素値（フィルタＦＩＬ４のハッチング部の一
部）、および、（ｉｉｉ）部分領域Ａ３に属する画素の画素値（フィルタＦＩＬ４のハッ
チング部の一部）の、それぞれの画素値を参照する必要がある。このように、フィルタＦ
ＩＬ４を用いたフィルタ処理も、隣接境界処理の一例である。
【００７３】
　ここで、複数の部分領域（例：Ａ１～Ａ４）のうち、１つの部分領域（例：Ａ１）を第
１部分領域と称する。また、当該複数の部分領域のうち、第１部分領域に隣接する部分領
域（例：Ａ２～Ａ４）を第２部分領域と称する。
【００７４】
　この場合、「隣接境界処理」とは、「第１部分領域（例：Ａ１）と第２部分領域（Ａ２
～Ａ４）との境界において、当該第１部分領域および当該第２部分領域の一方における画
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素値を参照して、当該第１部分領域および当該第２部分領域の他方に対して施される処理
」であると表現できる。
【００７５】
　（同期判定方法の例）
　制御部８０における同期判定方法としては、例えば、以下の方法１～方法３が挙げられ
る。制御部８０は、方法１～方法３の少なくともいずれかを用いて、複数の入力映像（例
：第１入力映像～第４入力映像）が同期映像であるか否かを判定してよい。
【００７６】
　（方法１）：入力映像情報を用いて、同期判定を行う。より具体的には、入力映像のコ
ンテンツタイプに基づいて、同期判定を行う。一例として、ＨＤＭＩ規格では、入力映像
のＡＶＩＩｎｆｏＦｒａｍｅにおいて、当該入力映像のコンテンツタイプを示すビットが
定義されている。
【００７７】
　例えば、第１入力映像～第４入力映像が、１つの８Ｋ４Ｋ映像（全体入力映像）を構成
するように意図された同期映像である場合を考える。この場合、当該ビットにおいて、当
該第１入力映像～第４入力映像のそれぞれのコンテンツタイプは「８Ｋ４Ｋ映像」として
示されている。従って、制御部８０は、第１入力映像～第４入力映像のそれぞれのコンテ
ンツタイプが、所定のコンテンツタイプ（例：８Ｋ４Ｋ映像）に一致している場合には、
第１入力映像～第４入力映像が同期映像であると判定してよい。
【００７８】
　他方、第１入力映像～第４入力映像が非同期映像である場合、上記ビットにおいて、当
該第１入力映像～第４入力映像のそれぞれのコンテンツタイプは「４Ｋ２Ｋ映像」として
示されている。従って、制御部８０は、第１入力映像～第４入力映像のそれぞれのコンテ
ンツタイプが、上記所定のコンテンツタイプ（例：８Ｋ４Ｋ映像）に一致していない場合
には、第１入力映像～第４入力映像が非同期映像であると判定してよい。
【００７９】
　（方法２）：入力映像情報を用いて、同期判定を行う。より具体的には、入力映像情報
に示されている入力映像の解像度（垂直解像度および水平解像度）とフレームレートとに
基づいて、同期判定を行う。
【００８０】
　制御部８０は、第１入力映像～第４入力映像のそれぞれの解像度およびフレームレート
が一致している場合、第１入力映像～第４入力映像が同期映像であると判定してよい。第
１入力映像～第４入力映像が１つの８Ｋ４Ｋ映像（全体入力映像）を構成するように意図
された同期映像である場合、各入力映像の解像度およびフレームレートは同一に設定され
ているためである。
【００８１】
　他方、各入力映像間において、解像度およびフレームレートの少なくともいずれかが異
なる場合、第１入力映像～第４入力映像は非同期映像である可能性が高いと言える。非同
期映像である第１入力映像～第４入力映像は、互いに相関性が低い（または相関性を有し
ない）ためである。従って、制御部８０は、第１入力映像～第４入力映像のそれぞれにつ
いて、解像度およびフレームレートの少なくともいずれかが一致していなかった場合、第
１入力映像～第４入力映像が非同期映像であると判定してよい。
【００８２】
　（方法３）：複数の入力映像間の垂直同期信号のスキューに着目し、同期判定を行う。
方法３によれば、方法２によりも高精度に同期判定を行うことが可能となる。方法３によ
れば、解像度およびフレームレートが同一である複数の非同期映像についても、当該映像
が非同期映像である旨を適切に判定できる。
【００８３】
　図７は、方法３について説明するための図である。図７では、「入力映像０」と「入力
映像１」という、２つの入力映像について考える。入力映像０および入力映像１は、解像
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度およびフレームレートが同一の非同期映像である。
【００８４】
　なお、図７において、入力映像０に関する各記号は、
　　・Ｖｓｙｎｃ０：入力映像０の垂直同期信号；
　　・ＤＥ０：入力映像０のデータイネーブル信号；
　　・ＤＥ＿ＣＮＴ０：入力映像０のデータイネーブル信号のカウンタ値；
の通りである。同様に、入力映像１に関する各記号は、
　　・Ｖｓｙｎｃ１：入力映像１の垂直同期信号；
　　・ＤＥ１：入力映像１のデータイネーブル信号；
　　・ＤＥ＿ＣＮＴ１：入力映像１のデータイネーブル信号のカウンタ値；
の通りである。
【００８５】
　図７に示されるように、ＤＥ＿ＣＮＴ０は、ＤＥ０のパルスを計数した値を示す。ＤＥ
０がＯＦＦ（Ｌｏｗ）となった場合（Ｖｓｙｎｃ０がＯＮ（Ｈｉｇｈ）となった場合）、
ＤＥ＿ＣＮＴ０は０にリセットされる。なお、ＤＥ＿ＣＮＴ０は、０から５までのいずれ
かの整数値を取る。ＤＥ＿ＣＮＴ１についても同様である。
【００８６】
　入力映像０・１が非同期映像である場合、Ｖｓｙｎｃ０がＯＮとなるタイミングとＶｓ
ｙｎｃ１がＯＮとなるタイミングとの間のずれは、時間の経過に伴って大きくなる。従っ
て、入力映像０・１が非同期映像である場合、１つの時点において、ＤＥ＿ＣＮＴ０およ
びＤＥ＿ＣＮＴ１は異なる値を取ることが一般的である。
【００８７】
　以上のことから、入力映像０・１が非同期映像である場合、Δ＝｜ＤＥ＿ＣＮＴ０－Ｄ
Ｅ＿ＣＮＴ１｜は、入力映像０・１が同期映像である場合に比べて、大きい値となること
が期待される。Δは、入力映像０・１間のスキューとも称される。Δは、上記タイミング
のずれ（非同期性）を示す指標として用いることができる。
【００８８】
　制御部８０は、Δが所定の閾値α以下であるか否かを判定することによって、同期判定
を行ってもよい。具体的には、制御部８０は、Δ≦αという条件（以下、スキュー条件）
が満たされる場合には、入力映像０・１が同期映像であると判定してよい。他方、制御部
８０は、Δ＞αとである場合（スキュー条件が満たされない場合）には、入力映像０・１
が非同期映像であると判定してよい。
【００８９】
　換言すれば、制御部８０は、上記タイミングのずれが所定の範囲内にある場合に、入力
映像０・１が同期映像であると判定してよい。他方、制御部８０は、上記タイミングのず
れが当該所定の範囲内にない場合に、入力映像０・１が非同期映像であると判定してよい
。
【００９０】
　一例として、図７に示されるように、Ｖｓｙｎｃ０がＯＮとなるタイミングにおいて、
ＤＥ＿ＣＮＴ０およびＤＥ＿ＣＮＴ１が読み出される。この場合、Δ＝｜０－４｜＝４と
なる。例えば、α＝３として設定されている場合を考える。この場合、Δ＞α＝３である
ので、スキュー条件は満たされない。従って、制御部８０は、入力映像０・１が非同期映
像であると判定できる。
【００９１】
　制御部８０は、第１入力映像～第４入力映像のそれぞれについて、スキュー条件に基づ
いて同期判定を行ってよい。具体的には、制御部８０は、第１入力映像～第４入力映像の
全てについて、スキュー条件が満たされる場合、第１入力映像～第４入力映像が同期映像
であると判定する。他方、制御部８０は、第１入力映像～第４入力映像のうち、スキュー
条件が満たされない入力映像の組が存在している場合、第１入力映像～第４入力映像が非
同期映像であると判定する。
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【００９２】
　なお、αが過小に設定された場合、適切に同期判定を行うことができない。例えば、α
＝３として設定された場合、Δ＜α＝３となり、スキュー条件が満たされない。そこで、
入力映像０・１が同期映像であるとして、誤って判定されてしまう。このため、αはある
程度大きい値に設定されることが必要である。
【００９３】
　なお、同期化処理部１１４では、入力映像同士の同期化がライン（系統）単位で行われ
る。ライン単位の同期化を行う場合には、ラインメモリが必要となる。Δの値がラインメ
モリの数（以下、ラインメモリ数）以上となった場合、入力映像は非同期映像として処理
される。このため、αはラインメモリ数に依存する。例えば、ラインメモリ数が２の場合
、α＝２となる。なお、ラインメモリ数は、映像処理部１２の映像処理の内容に依存する
。
【００９４】
　（方法３のさらなる改善例）
　上述の通り、入力映像０と入力映像１とが非同期映像である場合、上記タイミングのず
れは時間の経過に伴って大きくなる。従って、ＤＥ＿ＣＮＴ０およびＤＥ＿ＣＮＴ１が読
み出されるタイミング次第では、入力映像０と入力映像１とが非同期映像であったとして
も、Δ≦αとなる可能性がある。
【００９５】
　つまり、長時間に亘ってスキュー条件が判定され続けた場合、偶発的にスキュー条件が
満たされてしまう可能性がある。ＤＥ＿ＣＮＴ０およびＤＥ＿ＣＮＴ１のそれぞれが取り
得る値は、０から５までに限られているためである。
【００９６】
　そこで、一度スキュー条件が満たされたと判定された後に、スキュー条件が満たされな
いと判定された場合、制御部８０は、入力映像０・１が非同期映像であると判定してよい
。そして、制御部８０は、以降のスキュー条件の判定処理を停止してよい。つまり、制御
部８０は、判定結果（制御値ＣＶ）を固定してよい。これにより、同期判定をさらに高精
度に行うことができる。
【００９７】
　（表示装置１における処理の流れの一例）
　図８は、表示装置１（バックエンド処理部１０）における処理の流れの一例を示すフロ
ーチャートである。まず、図８の（ａ）の処理Ｓ１～Ｓ４について述べる。入力部１１は
、複数の入力映像（例：第１入力映像～第４入力映像）を取得する（Ｓ１）。制御部８０
は、当該入力映像が同期映像であるか否かを判定する（Ｓ２，制御工程）。
【００９８】
　入力映像が同期映像である場合（Ｓ２でＹＥＳ）、映像処理部１２は、入力映像に対し
て隣接境界処理を実行する（Ｓ３，映像処理工程）。他方、入力映像が非同期映像である
場合（Ｓ２でＮＯ）、映像処理部１２は、入力映像に対して隣接境界処理を実行しない（
Ｓ４，映像処理工程）。
【００９９】
　図８の（ｂ）の処理Ｓ１１～Ｓ１３は、図８の（ａ）のＳ２（制御工程）の内容をより
具体的に示す。図８の（ｂ）では、上述の方法１～方法３を組み合わせて、同期判定が行
われている。まず、制御部８０は、上述の方法１の通り、入力映像のコンテンツタイプが
、所定のコンテンツタイプに一致しているか否かを判定する（Ｓ１１）。
【０１００】
　入力映像のコンテンツタイプが所定のコンテンツタイプに一致している場合（Ｓ１１で
ＹＥＳ）、制御部８０は、当該入力映像が同期映像であると判定する。従って、制御部８
０は、制御値ＣＶを１に設定する（Ｓ１４）。上述のＳ３に示されるように、映像処理部
１２は、制御値ＣＶ＝１の場合には、入力映像に対する隣接境界処理を開始する。
【０１０１】
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　他方、入力映像のコンテンツタイプが所定のコンテンツタイプに一致していない場合（
Ｓ１１でＮＯ）、制御部８０は、上述の方法２の通り、入力映像の解像度およびフレーム
レートが同一であるか否かを判定する（Ｓ１２）。
【０１０２】
　入力映像の入力映像の解像度およびフレームレートが一致している場合（Ｓ１２でＹＥ
Ｓ）、Ｓ１３に進む。すなわち、制御部８０は、上述の方法３の通り、スキュー条件が満
たされるか否かをさらに判定する（Ｓ１３）。スキュー条件が満たされる場合（Ｓ１３で
ＹＥＳ）、上述のＳ１４に進む。
【０１０３】
　他方、入力映像の解像度およびフレームレートが一致していない場合（Ｓ１２でＮＯ）
、または、スキュー条件が満たされない場合（Ｓ１３でＮＯ）、制御部８０は、入力映像
が非同期映像である（同期映像でない）と判定する。従って、制御部８０は、制御値ＣＶ
を０に設定する（Ｓ１５）。上述のＳ４に示されるように、映像処理部１２は、制御値Ｃ
Ｖ＝０の場合には、入力映像に対する隣接境界処理を実行しない。
【０１０４】
　（表示装置１の効果）
　表示装置１によれば、制御値ＣＶに応じて、複数の入力映像に対する隣接境界処理を随
意に行うことができる。それゆえ、１つの全体出力映像（例：８Ｋ４Ｋ映像）を構成する
複数の部分領域（例：４Ｋ２Ｋ映像としての部分領域Ａ１～Ａ４）の各境界における表示
品位の低下を防止できる。
【０１０５】
　図９は、４つの入力映像（ＩＭＧＡｉｎ１～ＩＭＧＡｉｎ４）が同期映像である場合の
、映像処理の様子を示す図である。図９の（ａ）に示されるように、４つの同期映像に対
して、映像処理部１２による隣接境界処理を行うことができる。
【０１０６】
　例えば、映像処理部１２において、フレームレート変換部１２１Ａ～１２１Ｄは、ＭＥ
ＭＣを行ってよい。また、映像処理部１２において、拡大部１２２Ａ～１２２Ｄは、第１
部分領域の境界に位置する画素を拡大する場合に、第２部分領域に位置する隣接画素の画
素値を参照してもよい。
【０１０７】
　それゆえ、各境界の表示品位が向上された、４つの処理後映像（第１処理後映像～第４
処理後映）を得ることができる。つまり、４つの処理後映像から成る１つの全体映像（以
下、全体処理後映像）の表示品位を向上させることができる。同様に、各境界の表示品位
が向上された、４つの出力映像を得ることができる。これにより、４つの出力映像（例：
ＩＭＧＡｏｕｔ１～ＩＭＧＡｏｕｔ４）から成る１つの全体出力映像（例：ＩＭＧＡｏｕ
ｔ）の表示品位を向上させることができる。
【０１０８】
　図９の（ｂ）に示されるように、入力映像が同期映像である場合、映像処理部１２は、
全体入力映像に対して境界処理をさらに行ってもよい。具体的には、図９の（ｂ）に示さ
れるように、全体入力映像の周縁部に境界処理がさらに行われてよい。これにより、全体
出力映像（全体処理後映像）の表示品位を向上させることができる。但し、境界処理は必
ずしも行われなくともよい。
【０１０９】
　図１０は、４つの入力映像（ＩＭＧｉｎ１～ＩＭＧｉｎ４）が非同期映像である場合の
、映像処理の様子を示す図である。図１０では、簡単のために、ＩＭＧｉｎ１～ＩＭＧｉ
ｎ４を、文字「Ａ」～「Ｄ」によって表す。この点は、以降の図でも同様である。また、
Ａ～Ｄを、部分領域とも称する。部分領域Ａ～Ｄは、部分表示エリア７１Ａ～７１Ｄに対
応付けられている。
【０１１０】
　複数の入力映像が非同期映像である場合、当該複数の映像は互いに相関性が低い（また
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は相関性を有しない）。このため、隣接境界処理が実行されると、１つの仮想的な全体出
力映像を構成する複数の部分領域（Ａ～Ｄ）の各境界の表示品位が低下しうる。
【０１１１】
　しかしながら、従来の技術では、隣接境界処理の実行の有無を切り替えるという着想は
何ら考慮されていない。従って、従来の技術では、入力映像が非同期映像である場合にお
いても、同期映像の場合と同様に、隣接境界処理が行われてしまうという問題があった。
【０１１２】
　これに対して、図１０の（ａ）に示されるように、表示装置１によれば、非同期映像に
対しては、映像処理部１２による隣接境界処理を行わない。それゆえ、非同期映像である
複数の出力映像（例：ＩＭＧｏｕｔ１～ＩＭＧｏｕｔ４）を、各部分表示エリアに表示さ
せる場合にも、表示品位の低下を防ぐことができる。
【０１１３】
　例えば、映像処理部１２において、フレームレート変換部１２１Ａ～１２１Ｄは、ＭＥ
ＭＣを行わず、フレームリピートを行う。また、映像処理部１２において、拡大部１２２
Ａ～１２２Ｄは、各画素を拡大する場合、隣接画素の画素値を参照しない。つまり、拡大
部１２２Ａ～１２２Ｄは、単純拡大（画素リピート）を行う。
【０１１４】
　図１０の（ｂ）に示されるように、入力映像が非同期映像である場合、映像処理部１２
は、各入力映像に境界処理を行ってもよい。具体的には、図１０の（ｂ）に示されるよう
に、各入力映像の周縁部に境界処理が行われてよい。これにより、入力映像が非同期映像
である場合においても、複数の出力映像（処理後映像）のそれぞれの表示品位をさらに向
上させることができる。但し、境界処理は必ずしも行われなくともよい。
【０１１５】
　以上のように、表示装置１によれば、入力映像が同期映像であるか非同期映像であるか
否かに応じて、隣接境界処理の実行の有無を切り替えることができる。つまり、同期映像
および非同期映像のそれぞれに対して、より適切な映像処理を行うことができる。その結
果、従来よりも表示品位に優れた映像を提供できる。
【０１１６】
　〔変形例〕
　（１）実施形態１では、各入力映像が４Ｋ２Ｋ映像であり、全体入力映像が８Ｋ４Ｋ映
像である場合を例示した。但し、入力映像および全体入力映像の解像度は、これらに限定
されない。同様に、全体出力映像の解像度も特に限定されない。表示装置１は、制御値Ｃ
Ｖに応じて複数の入力映像に対する隣接境界処理の有無を切り替えるものであればよい。
【０１１７】
　（２）制御部８０は、必ずしも同期判定結果に応じて制御値ＣＶを設定する必要はない
。つまり、制御値ＣＶは、必ずしも「入力映像が同期信号であるか否か」を示すものでな
くともよい。制御値ＣＶは、ユーザによって随意に設定されてもよい。
【０１１８】
　例えば、ユーザ操作受付部７５は、制御値ＣＶを設定するためのユーザ操作（例：リモ
コンの所定のボタンの押下）を、受け付けてもよい。制御部８０は、ユーザ操作受付部７
５が受け付けた上記ユーザ操作に応じて、制御値ＣＶを設定してもよい。
【０１１９】
　（３）制御部８０は、入力映像を分析した結果に基づいて、制御値ＣＶを設定すればよ
い。上述の同期判定は、上記分析の具体例である。但し、当該分析は、同期判定のみに限
定されない。
【０１２０】
　また、制御部８０は、複数の入力映像を分析した結果に応じて、映像処理部１２Ａ～１
２Ｄのうち、少なくとも２つの映像処理部を動作させてもよい。つまり、制御部８０は、
複数の入力映像を分析した結果に応じて、映像処理部１２に少なくとも２つの入力映像を
処理させてもよい。
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【０１２１】
　〔実施形態２〕
　図１１は、実施形態２の表示装置２における入力映像および出力映像について説明する
ための図である。実施形態２では、実施形態１とは異なり、複数の入力映像として、２つ
の入力映像（第１入力映像～第２入力映像）が表示装置２に供給されている。このため、
図１１では、図１の第３入力映像～第４入力映像に相当する矢印は、点線で示されている
。
【０１２２】
　実施形態２では、第１入力映像～第２入力映像が映像処理部１２Ａ・１２Ｂによってそ
れぞれ処理され、第１処理後映像～第２処理後映像が生成される。実施形態１とは異なり
、映像処理部１２Ｃ・１２Ｄにおいて、第３処理後映像～第４処理後映像は生成されない
。このため、図１１では、図１の第３処理後映像～第４処理後映像に相当する矢印は、点
線で示されている。
【０１２３】
　出力部１３は、映像処理部１２Ａ・１２Ｂから、第１処理後映像～第２処理後映像を取
得する。実施形態２の出力部１３は、実施形態１とは異なり、第１処理後映像～第２処理
後映像の一部分を分割することで、第１出力映像～第４出力映像を生成する。実施形態２
では、同期映像である２つの４Ｋ２Ｋ映像（入力映像）を水平方向に並べることで、全体
入力映像として１つの８Ｋ２Ｋ映像（水平画素数７６８０×垂直画素数２１６０の解像度
を有する映像）が構成されている場合を例示する。このように、実施形態２では、部分領
域の数（入力映像の数）は、部分表示エリアの数と相違している。
【０１２４】
　図１２の（ａ）は、実施形態２における全体入力映像の例を示す。図１２の（ａ）では
、１つの全体入力映像ＩＭＧＡｉｎｖが、同期映像である２つの第１入力映像ＩＭＧＡｉ
ｎ１ｖ～第２入力映像ＩＭＧＡｉｎ２ｖの組み合わせによって表現されている。図１２の
（ｂ）は、２つの非同期映像の一例としての、第１入力映像ＩＭＧｉｎ１ｖ～第２入力映
像ＩＭＧｉｎ２ｖを示す。
【０１２５】
　図１３の（ａ）は、同期映像である４つの出力映像（第１出力映像ＩＭＧＡｏｕｔ１ｖ
～第４出力映像ＩＭＧＡｏｕｔ４ｖ）から成る１つ全体出力映像（ＩＭＧＡｏｕｔｖ）の
例を示す。図１３の（ａ）において、第１出力映像ＩＭＧＡｏｕｔ１ｖおよび第３出力映
像ＩＭＧＡｏｕｔ３ｖは、図１２の（ａ）の第１入力映像ＩＭＧＡｉｎ１ｖに対応する。
【０１２６】
　具体的には、出力部１３は、第１入力映像ＩＭＧＡｉｎ１ｖ（より厳密には、第１処理
後映像）の上端から、垂直方向解像度の１／４に亘る領域全体が黒背景に置き換えられた
映像を生成する。出力部１３は、当該映像を、第１出力映像ＩＭＧＡｏｕｔ１ｖとして出
力する。また、出力部１３は、第１入力映像ＩＭＧＡｉｎ１ｖ（より厳密には、第１処理
後映像）の下端から、垂直方向解像度の１／４に亘る領域全体が黒背景に置き換えられた
映像を生成する。出力部１３は、当該映像を、第３出力映像ＩＭＧＡｏｕｔ３ｖとして出
力する。
【０１２７】
　同様に、第２出力映像ＩＭＧＡｏｕｔ２ｖおよび第４出力映像ＩＭＧＡｏｕｔ４ｖは、
図１２の（ａ）の第２入力映像ＩＭＧＡｉｎ２ｖに対応する。具体的には、出力部１３は
、第２入力映像ＩＭＧＡｉｎ２ｖ（より厳密には、第２処理後映像）の上端から、垂直方
向解像度の１／４に亘る領域全体が黒背景に置き換えられた映像を生成する。出力部１３
は、当該映像を、第２出力映像ＩＭＧＡｏｕｔ２ｖとして出力する。また、出力部１３は
、第２入力映像ＩＭＧＡｉｎ２ｖ（より厳密には、第２処理後映像）の下端から、垂直方
向解像度の１／４に亘る領域全体が黒背景に置き換えられた映像を生成する。出力部１３
は、当該映像を、第４出力映像ＩＭＧＡｏｕｔ４ｖとして出力する。
【０１２８】



(18) JP 6864757 B2 2021.4.28

10

20

30

40

50

　第１出力映像ＩＭＧＡｏｕｔ１ｖ～第４出力映像ＩＭＧＡｏｕｔ４ｖも、第１入力映像
ＩＭＧＡｉｎ１ｖ～第２入力映像ＩＭＧＡｉｎ２ｖと同様に、同期映像である。全体出力
映像ＩＭＧＡｏｕｔｖは、全体入力映像ＩＭＧＡｉｎｖに対応した映像となる。ＩＭＧＡ
ｏｕｔｖは８Ｋ４Ｋ映像であるが、実質的な解像度は４Ｋ２Ｋとなる。
【０１２９】
　図１３の（ｂ）は、４つの非同期映像の一例としての、第１出力映像ＩＭＧｏｕｔ１ｖ
～第４出力映像ＩＭＧｏｕｔ４ｖを示す。図１３の（ｂ）において、第１出力映像ＩＭＧ
ｏｕｔ１ｖおよび第３出力映像ＩＭＧｏｕｔ３ｖは、図１２の（ｂ）の第１入力映像ＩＭ
Ｇｉｎ１ｖに対応する。
【０１３０】
　具体的には、出力部１３は、第１入力映像ＩＭＧｉｎ１ｖ（より厳密には、第１処理後
映像）の上端から、垂直方向解像度の１／４に亘る領域全体が黒背景に置き換えられた映
像を生成する。出力部１３は、当該映像を、第１出力映像ＩＭＧｏｕｔ１ｖとして出力す
る。また、出力部１３は、第１入力映像ＩＭＧｉｎ１ｖ（より厳密には、第１処理後映像
）の下端から、垂直方向解像度の１／４に亘る領域全体が黒背景に置き換えられた映像を
生成する。出力部１３は、当該映像を、第３出力映像ＩＭＧｏｕｔ３ｖとして出力する。
【０１３１】
　同様に、第２出力映像ＩＭＧｏｕｔ２ｖおよび第４出力映像ＩＭＧｏｕｔ４ｖは、図１
２の（ｂ）の第２入力映像ＩＭＧｉｎ２ｖに対応する。具体的には、出力部１３は、第２
入力映像ＩＭＧｉｎ２ｖ（より厳密には、第２処理後映像）の上端から、垂直方向解像度
の１／４に亘る領域全体が黒背景に置き換えられた映像を生成する。出力部１３は、当該
映像を、第２出力映像ＩＭＧｏｕｔ２ｖとして出力する。また、出力部１３は、第２入力
映像ＩＭＧｉｎ２ｖ（より厳密には、第２処理後映像）の下端から、垂直方向解像度の１
／４に亘る領域全体が黒背景に置き換えられた映像を生成する。出力部１３は、当該映像
を、第４出力映像ＩＭＧｏｕｔ４ｖとして出力する。
【０１３２】
　第１出力映像ＩＭＧｏｕｔ１ｖ～第４出力映像ＩＭＧｏｕｔ４ｖも、第１入力映像ＩＭ
Ｇｉｎ１ｖ～第２入力映像ＩＭＧｉｎ２ｖと同様に、非同期映像である。
【０１３３】
　図１４は、２つの入力映像（ＩＭＧＡｉｎ１ｖ～ＩＭＧＡｉｎ２ｖ）が同期映像である
場合の、映像処理の様子を示す図である。図１４の（ａ）に示されるように、２つの同期
映像に対して、映像処理部１２による隣接境界処理を行うことができる。図１４の（ｂ）
に示されるように、全体入力映像の周縁部に境界処理がさらに行われてよい。
【０１３４】
　図１５は、２つの入力映像（ＩＭＧｉｎ１ｖ～ＩＭＧｉｎ２ｖ）が非同期映像である場
合の、映像処理の様子を示す図である。図１５の（ａ）に示されるように、実施形態１と
同様に、非同期映像に対しては、映像処理部１２による隣接境界処理が行われない。図１
５の（ｂ）に示されるように、各出力映像の周縁部に境界処理がさらに行われてよい。
【０１３５】
　以上のように、本開示の一態様に係る表示装置において、入力映像の数は、入力ＩＦ部
の数より少なくともよい。入力映像の数は、複数であればよい。例えば、３つの入力映像
を入力部に入力してもよい。同様に、バックエンド処理部１０における伝送系統および映
像処理系統の数も、４つに限定されない。
【０１３６】
　〔実施形態３〕
　図１６は、実施形態３の表示装置３の構成を示す機能ブロック図である。表示装置３の
バックエンド処理部３０（映像処理装置）は、実施形態１のバックエンド処理部１０から
、制御部８０を取り除いた構成である。表示装置３において、制御部８０は、バックエン
ド処理部１０の外部に設けられている。このように、制御部８０は、必ずしもバックエン
ド処理部の内部に設けられる必要はない。
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【０１３７】
　〔実施形態４〕
　図１７は、実施形態４の表示装置４の構成を示す機能ブロック図である。表示装置４の
バックエンド処理部４０（映像処理装置）は、実施形態１のバックエンド処理部１０にお
いて、出力部１３を出力部４３に置き換えた構成である。出力部４３は、１つの出力ＩＦ
部４３１を有しているという点において、出力部１３と異なる。
【０１３８】
　出力ＩＦ部４３１は、第１出力映像～第４出力映像を、表示部７０（部分表示エリア７
１Ａ～７１Ｄ）へ供給する。このように、出力ＩＦ部を一体化することもできる。
【０１３９】
　〔変形例〕
　図１８は、実施形態４の一変形としての表示装置４ｖの構成を示す機能ブロック図であ
る。表示装置４ｖのバックエンド処理部４０ｖ（映像処理装置）は、実施形態４のバック
エンド処理部４０から、制御部８０を取り除いた構成である。表示装置４ｖにおいて、制
御部８０は、バックエンド処理部１０の外部に設けられている。このように、実施形態３
・４の構成を組み合わせることもできる。
【０１４０】
　〔実施形態５〕
　上述の各実施形態とは異なり、バックエンド処理部を複数の機能部に分割することもで
きる。つまり、バックエンド処理部の個数は、１つに限定されない。一例として、バック
エンド処理部は、２つの個別の機能部として実現されてもよい。
【０１４１】
　〔ソフトウェアによる実現例〕
　表示装置１～４ｖの制御ブロック（特にバックエンド処理部１０～４０ｖおよび制御部
８０）は、集積回路（ＩＣチップ）等に形成された論理回路（ハードウェア）によって実
現してもよいし、ソフトウェアによって実現してもよい。
【０１４２】
　後者の場合、表示装置１～４ｖは、各機能を実現するソフトウェアであるプログラムの
命令を実行するコンピュータを備えている。このコンピュータは、例えば少なくとも１つ
のプロセッサ（制御装置）を備えていると共に、上記プログラムを記憶したコンピュータ
読み取り可能な少なくとも１つの記録媒体を備えている。そして、上記コンピュータにお
いて、上記プロセッサが上記プログラムを上記記録媒体から読み取って実行することによ
り、本開示の一態様の目的が達成される。上記プロセッサとしては、例えばＣＰＵ（Cent
ral Processing Unit）を用いることができる。上記記録媒体としては、「一時的でない
有形の媒体」、例えば、ＲＯＭ（Read Only Memory）等の他、テープ、ディスク、カード
、半導体メモリ、プログラマブルな論理回路などを用いることができる。また、上記プロ
グラムを展開するＲＡＭ（Random Access Memory）などをさらに備えていてもよい。また
、上記プログラムは、該プログラムを伝送可能な任意の伝送媒体（通信ネットワークや放
送波等）を介して上記コンピュータに供給されてもよい。なお、本開示の一態様は、上記
プログラムが電子的な伝送によって具現化された、搬送波に埋め込まれたデータ信号の形
態でも実現され得る。
【０１４３】
　〔まとめ〕
　本開示の態様１に係る映像処理装置（バックエンド処理部１０および制御部８０）は、
複数の入力映像（例：ＩＭＧＡｉｎ１～ＩＭＧＡｉｎ４）を処理する映像処理装置であっ
て、上記複数の入力映像のそれぞれを処理する映像処理部（１２，１２Ａ～１２Ｄ）と、
上記映像処理部を制御する制御値（ＣＶ）を設定する制御部（８０）と、を備え、上記複
数の入力映像のそれぞれを組み合わせて全体入力映像（例：ＩＭＧＡｉｎ）が構成され、
上記全体入力映像において、当該全体入力映像を構成する上記複数の入力映像のそれぞれ
に対応付けられた複数の部分領域（例：Ａ１～Ａ４）のうち、（ｉ）１つの部分領域を第
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１部分領域（例：Ａ１）、（ｉｉ）当該第１部分領域に隣接する部分領域を第２部分領域
（例：Ａ２～Ａ４）、として、上記第１部分領域と上記第２部分領域との境界において、
上記第１部分領域および上記第２部分領域の一方における画素値を参照して、当該第１部
分領域および当該第２部分領域の他方に対して施される処理を隣接境界処理として、上記
映像処理部は、上記制御値に応じて上記全体入力映像に対して上記隣接境界処理を実行し
、複数の処理後映像を生成する。
【０１４４】
　上記の構成によれば、制御値に応じて、全体入力映像に対する隣接境界処理を行うか否
かを随意に決定できる。それゆえ、隣接境界処理を行わないことが好ましい場合（例：複
数の入力映像が非同期映像である場合）には、映像処理部に隣接境界処理を実行させず、
処理後映像を生成できる。つまり、隣接境界処理を行うことが好ましい場合（例：複数の
入力映像が同期映像である場合）にのみ、映像処理部に隣接境界処理を実行させて、処理
後映像を生成できる。その結果、従来よりも表示品位に優れた映像を提供することが可能
となる。
【０１４５】
　本開示の態様２に係る映像処理装置では、上記態様１において、上記制御部は、上記複
数の入力映像が同期映像であるか否かを判定した結果に応じて、上記制御値を設定し、上
記映像処理部は、上記複数の入力映像が同期映像である場合に、上記全体入力映像に対し
て上記隣接境界処理を実行し、上記複数の処理後映像を生成することが好ましい。
【０１４６】
　上記の構成によれば、制御部によって、複数の入力映像が同期映像であるか否かの判定
（同期判定）を行うことができる。従って、制御値によって、複数の入力映像が同期映像
であるか否を示すことができる。それゆえ、複数の入力映像が同期映像である場合にのみ
、映像処理部に隣接境界処理を自動的に実行させることが可能となる。
【０１４７】
　本開示の態様３に係る映像処理装置では、上記態様２において、上記制御部は、上記複
数の入力映像のコンテンツタイプがそれぞれ所定のコンテンツタイプに一致している場合
に、当該複数の入力映像が同期映像であると判定してもよい。
【０１４８】
　上記の構成によれば、複数の入力映像のそれぞれのコンテンツタイプに基づいて、同期
判定を行うことができる。
【０１４９】
　本開示の態様４に係る映像処理装置では、上記態様２または３において、上記制御部は
、上記複数の入力映像の解像度およびフレームレートがそれぞれ一致している場合に、当
該複数の入力映像が同期映像であると判定してもよい。
【０１５０】
　上記の構成によれば、複数の入力映像のそれぞれの解像度およびフレームレートに基づ
いて、同期判定を行うことができる。それゆえ、同期判定をより確実に行うことができる
。
【０１５１】
　本開示の態様５に係る映像処理装置では、上記態様２から４のいずれか１つにおいて、
上記制御部は、上記複数の入力映像の垂直同期信号のそれぞれがＯＮとなるタイミングの
ずれが所定の範囲内にある場合に、当該複数の入力映像が同期映像であると判定してもよ
い。
【０１５２】
　上記の構成によれば、複数の入力映像間の垂直同期信号のスキューに着目し、同期判定
を行うことができる。それゆえ、同期判定をさらに確実に行うことができる。
【０１５３】
　本開示の態様６に係る映像処理装置では、上記態様２から５のいずれか１つにおいて、
上記映像処理部は、上記複数の入力映像が同期映像である場合に、上記全体入力映像に対
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して境界処理をさらに実行し、上記複数の処理後映像を生成してもよい。
【０１５４】
　上記の構成によれば、複数の入力映像が同期映像である場合に、さらに表示品位に優れ
た映像（複数の処理後映像から成る全体映像、全体処理後映像）を提供できる。
【０１５５】
　本開示の態様７に係る映像処理装置では、上記態様２から６のいずれか１つにおいて、
上記映像処理部は、上記複数の入力映像が非同期映像である場合に、当該複数の入力映像
のそれぞれに対して境界処理を実行し、上記複数の処理後映像を生成してもよい。
【０１５６】
　上記の構成によれば、複数の入力映像が非同期映像である場合においても、さらに表示
品位に優れた映像（複数の処理後映像のそれぞれ）を提供できる。
【０１５７】
　本開示の態様８に係る映像処理装置では、上記態様１から７のいずれか１つにおいて、
上記制御部は、ユーザ操作に応じて上記制御値を設定してもよい。
【０１５８】
　本開示の態様９に係る映像処理装置では、上記態様１から８のいずれか１つにおいて、
上記制御部は、上記複数の入力映像を分析した結果に応じて、上記映像処理部に少なくと
も２つの入力映像を処理させてよい。
【０１５９】
　本開示の態様１０に係る表示装置（１）は、上記態様１から９のいずれか１つに係る映
像処理装置と、表示部（７０）と、を備えていることが好ましい。
【０１６０】
　本開示の態様１１に係る映像処理方法は、複数の入力映像を処理する映像処理方法であ
って、上記複数の入力映像のそれぞれを処理する映像処理工程と、上記映像処理工程を制
御する制御値を設定する制御工程と、を含み、上記複数の入力映像のそれぞれを組み合わ
せて全体入力映像が構成され、上記全体入力映像において、当該全体入力映像を構成する
上記複数の入力映像のそれぞれに対応付けられた複数の部分領域のうち、（ｉ）１つの部
分領域を第１部分領域、（ｉｉ）当該第１部分領域に隣接する部分領域を第２部分領域、
として、上記第１部分領域と上記第２部分領域との境界において、上記第１部分領域およ
び上記第２部分領域の一方における画素値を参照して、当該第１部分領域および当該第２
部分領域の他方に対して施される処理を隣接境界処理として、上記映像処理工程は、上記
制御値に応じて上記全体入力映像に対して上記隣接境界処理を実行し、複数の処理後映像
を生成する工程をさらに含む。
【０１６１】
　本開示の各態様に係る映像処理装置は、コンピュータによって実現してもよく、この場
合には、コンピュータを上記映像処理装置が備える各部（ソフトウェア要素）として動作
させることにより上記映像処理装置をコンピュータにて実現させる映像処理装置の制御プ
ログラム、およびそれを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体も、本開示の一態
様の範疇に入る。
【０１６２】
　〔付記事項〕
　本開示の一態様は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲
で種々の変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み
合わせて得られる実施形態についても本開示の一態様の技術的範囲に含まれる。さらに、
各実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を組み合わせることにより、新しい技術的特
徴を形成できる。
【０１６３】
　〔本開示の一態様の別の表現〕
　本開示の一態様は、以下のようにも表現できる。
【０１６４】
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　すなわち、本開示の一態様に係る映像処理装置は、入力部と、制御値を決定する制御部
と、入力された映像を分けて処理する複数の映像処理部と、上記映像処理部の処理結果を
出力する出力部と、を備え、上記映像処理部は、隣接境界処理手段を少なくとも含み、上
記制御値によって、上記隣接境界処理手段を作動または停止させる。
【０１６５】
　また、本開示の一態様に係る映像処理装置において、上記入力部は、複数の入力処理部
と、同期化処理部とを含み、上記複数の入力処理部は、映像信号を同時に入力し、上記同
期化処理部は、上記複数の入力処理部が入力した複数の映像信号を同期化してよい。
【０１６６】
　また、本開示の一態様に係る映像処理装置において、上記制御部は、上記複数の入力処
理部に入力された映像信号の情報を分析し、分析した結果に基づいて、上記制御値を決定
してよい。
【０１６７】
　また、本開示の一態様に係る映像処理装置において、上記制御部は、各上記入力処理部
に入力された映像信号のコンテンツタイプ、フレームレート、解像度および同期信号のス
キューの少なくともいずれか１つを分析してよい。
【０１６８】
　また、本開示の一態様に係る映像処理装置において、上記制御部は、ユーザの入力に従
って、上記制御値を決定してよい。
【０１６９】
　また、本開示の一態様に係る映像処理装置において、上記映像処理部は、境界処理部を
有していてよい。
【０１７０】
　また、本開示の一態様に係る映像処理装置において、上記制御部は、上記分析部の分析
結果によって、複数の上記映像処理部のうち、少なくとも２つを作動させる機能部を有し
ていてよい。
【０１７１】
　また、本開示の一態様に係る表示装置は、本開示の一態様に係る映像処理装置と、上記
映像処理装置の出力を表示する表示部を備えていてよい。
【０１７２】
　また、本開示の一態様に係る映像処理方法は、入力ステップと、制御値を決定する制御
ステップと、入力された映像を分けて処理する複数の映像処理ステップと、上記映像処理
ステップの処理結果を出力する出力ステップと、を含み、上記映像処理ステップは、隣接
境界処理ステップをさらに含み、上記映像処理方法は、上記制御値によって、上記隣接境
界処理ステップを実行またはスキップするステップをさらに含む。
【０１７３】
　また、本開示の一態様に係る映像処理プログラムは、入力ステップと、制御値を決定す
る制御ステップと、入力された映像を分けて処理する複数の映像処理ステップと、上記映
像処理ステップの処理結果を出力する出力ステップと、を含み、上記映像処理ステップは
、隣接境界処理ステップをさらに含み、上記映像処理プログラムは、上記制御値によって
、上記隣接境界処理ステップを実行またはスキップするステップをさらに含む。
【０１７４】
　また、本開示の一態様に係る記録媒体は、本開示の一態様に係る処理プログラムを記録
したコンピュータ読み取り可能な記録媒体であってよい。
【０１７５】
　（関連出願の相互参照）
　本出願は、2017年11月1日に出願された日本国特許出願：特願2017-212113に対して優先
権の利益を主張するものであり、それを参照することにより、その内容の全てが本書に含
まれる。
【符号の説明】
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【０１７６】
　１，２，３，４，４ｖ　表示装置
　１０，３０，４０，４０ｖ　バックエンド処理部（映像処理装置）
　１２，１２Ａ～１２Ｄ　映像処理部
　７０　表示部（表示画面）
　７１Ａ～７１Ｄ　部分表示エリア
　８０　制御部（映像処理装置）
　Ａ１　部分領域（第１部分領域）
　Ａ２～Ａ４　部分領域（第２部分領域）
　Ａ～Ｄ　部分領域
　ＣＶ　制御値
　ＩＭＧＡｉｎ１～ＩＭＧＡｉｎ４，ＩＭＧＡｉｎ１ｖ～ＩＭＧＡｉｎ２ｖ　入力映像
　ＩＭＧｉｎ１～ＩＭＧｉｎ４，ＩＭＧｉｎ１ｖ～ＩＭＧｉｎ２ｖ　入力映像
　ＩＭＧＡｉｎ，ＩＭＧＡｉｎｖ　全体入力映像

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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【図１７】 【図１８】
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